















と述べるように、狂言台本の資料性を用 を中心 考察した第Ⅰ部と、 その資料性をふまえて、 各流の狂言台本から条件表現形式、「重宝」 「いそがし」などの語彙、謙譲語法など様々なレベルの言語事象を取り上げて論じた第Ⅱ部とから成っている。具体的な章立ては以下の通
（副題は省略）
。












第Ⅱ部 　狂言台本に関連する言語事象第十章 　条件表現史にみる文法化の過程第十一章 　完了性仮定と非完了性仮定 分類について第十二章 　順接の接続助詞「ト」再考第十三章 　「重宝」と「調法」第十四章 　イソガシ・セハシ・アワタタシとその類語第十五章 　狂言台本における謙譲語











面から虎明本以降の大蔵 ・和泉流の狂言の変遷 概観されており、蜂谷清人氏も『狂言 国語史的研究』
（一九九八）
などで虎清







で末広がりの件 提示されているのだが、ここには正篇に 及がない。版本狂言記の資料性に関心 持つ評者にとって 少々残念である。
　第二章は小林氏が中心となって作成された『狂言六義総索引』
の編集過程で問題となった天理 の用 から「たて物」 「はんじや」について論じたもの。第三章は近世中期の台本ではあるが鷺
流の狂言台本として研究が進みつつある保教本を取り上げ、 『日本国語大辞典』など国語辞典類が掲げる初出例よりも古い用例が保教 からかなり拾えることを指摘し、いっぽう保教本の 不正確な翻刻に拠った『狂言辞典
（語彙編）
』などの記述の問題点も
あげて、日 語史 資料として保教本を適切に位置づけようとしたもの。資料にじっくりと向き合いその資料性を見極めて用 を吟味する小林氏の姿勢は、日本語史を研究するものにとって常に心がけるべきものであり、そ 姿勢は第四章・第五章において、明治期書写の古典文庫本を通じてゆがめられ いた和泉流雲形本の言語資料としての価値を再評価するこ につながっている。
　さらに第六章では和泉流三宅派の近世後期の狂言台本の翻刻と



























「完了性仮定・非完了性仮定」という分類について再説したもの。大鹿氏が分類その のの体系性や一貫性を重視する立場から批判するのに対し、小林氏は条件表現の史的変遷 した分類や用語を設定していることがよ 明確になってい 対象と
なる言語事象を広範に説明できる分類として、小林氏の分類は幅広い射程を持っており、細部での修正や第十章で言及されたような新たなとらえ直しはあっても、高く評価できる分類である。こうした条件表現の前件後件間の多様な時間的論理的関係を分析する際に、第Ⅰ部で資料性を吟味してきた各狂言台本の用例が 状況や話者の含意をとらえやすく、考察の対象として他の文献資料に比べて適しているこ が、本章での虎明本のタラバの考察、さらに第十二章の接続助詞「ト」 発達に関する保教本を中心とした用例の考察での論 強い説得力に表れている。
　第十三章では、第六章でとりあげた『狂言集成』 『狂言三百番
集』において表記のゆれが見られ 「重宝」 「調法」という漢語について、各流の狂言台本に加えて広く中世以降の文献の調査から語史的考察を行ったも 。 版本狂言記でも拾遺におい 「重宝」「調法」の両様の表記例があることを指摘しているが、虎寛本のように同一曲中で両様の表記が見られ ではないの 、版本狂言記個々の曲の独自性を重視する評者からすると、虎明本に近いと見られる巻五「鎧」において「重宝」 表記をとっていることに注目したい。
　第十四章では、多忙・性急を表す形容詞語彙の変遷を考察する







はまだまだ多くの重要な指摘・情報があふれている。紙幅の関係で紹介しきれないのが残念であるが、本書は、狂言台本を日本語史の資料とする研究者へ今後の大きな指針となるものである。 （二〇〇八年二月 　ひつじ書房 　Ａ５判 　三六九頁 　税込一〇二九〇円）






印刷されたテキストにはなくなってし っているものは何か」という問いに、 「江戸期から続いてき 明治期の日本語」を操っていた夏目漱石 原稿を分析することで答えようとするものである。漱石 自筆原稿や初出紙、単行本、現代の全集、そして江戸期から明治 にかけて 辞書類など 膨大な用例が示され、印刷の段階で失われて
しまった漱石の用字や語形、また漱石自身の表記の揺れが明らかになっている。
　明治期の日本語という大きな枠の中で漱










に中国から漢字を輸入してきた韓国やベトナムにおいては、 「漢字離れ」の状況にあるという。そのような中、日本では紆余曲折を経ながらも、今なお漢字が使い続けられてい のは何故であろ か。本書を読めば、その答えは自ずと見えてくるのではないかと思われ 。（二〇〇八年五月 　光文社 　新書判 　二七四頁 　税込八六一円）

〔銭谷真人〕
